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納
さ
れ
て
お
り
、
相
撲
に
は
関
心
も
深
か
っ
た
。

敦
賀
と
上
方
と
は
商
業
を
通
じ
て
密
接
な
関
係
に

あ
り
、
な
か
で
も
京
都
と
は
地
理
的
に
も
近
く
、
物

資
の
往
来
に
と
ど
ま
ら
ず
、
文
化
、
芸
能
、
医
学
、

芸
術
な
ど
学
芸
の
交
流
も
多
か
っ
た
。

草

摺

佐

右

衛

門

墓

た

だ

相

撲

に

つ

い

て

は

地

元

出

身

力

士

や

、

巡

業

昔
か
ら
庶
民
の
楽
し
み
と
い
え
ば
、
芝
居
や
浄
瑠
な
ど
も
あ
っ
た
こ
と
と
推
察
さ
れ
る
が
、
今
日
で
は

璃
な
ど
の
芸
能
と
相
撲
な
ど
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
を
証
す
る
資
料
も
少
な
く
、
わ
ず
か
に
次
の

と
り
わ
け
相
撲
は
武
術
の
一
つ
と
し
て
も
用
い
ら
文
書
と
墓
石
が
残
さ
れ
て
い
る
。

れ
、
ま
た
、
人
気
の
力
士
は
大
名
の
お
抱
え
力
士
に
そ
れ
は
「
朝
嵐
常
右
衛
門
相
撲
場
所
拝
借
願
書

も
な
っ
た
り
し
て
、
江
戸
時
代
に
は
大
い
に
発
展
し
、
案
」
(
岩
谷
末
雄
文
書
「
敦
賀
市
史
史
料
篇
L
)

で、

大
阪
、
京
都
、
江
戸
で
は
本
場
所
も
聞
か
れ
た
。
こ
の
文
書
に
よ
れ
ば
、
文
政
元
年
に
天
神
社
境
内
で

ま
た
、
各
地
方
を
巡
業
し
、
興
行
し
た
そ
の
土
地
に
勧
進
相
撲
を
興
行
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
力
士
と
遊
女

有
望
力
士
が
い
れ
ば
育
て
あ
げ
、
本
場
所
へ
も
出
場
と
が
「
か
け
落
ち
L

す
る
と
い
う
事
件
が
起
こ
っ
た
。

さ
せ
た
り
し
て
、
地
方
と
の
結
び
つ
き
も
強
か
っ
た
。
か
け
落
ち
し
た
二
人
は
各
地
を
転
々
と
し
て
、
最

敦
賀
も
商
港
と
し
て
栄
え
、
人
々
の
往
来
も
多
く
、
後
に
は
但
馬
(
兵
庫
県
)
へ
逃
げ
落
ち
た
が
、
こ
れ

港
で
荷
役
を
つ
と
め
る
仲
仕
も
大
勢
が
住
み
、
賑
や
を
追
っ
て
い
た
敦
賀
の
朝
嵐
常
右
衛
門
と
、
出
石
の

か

で

あ

っ

た

。

勇

取

長

蔵

と

が

協

力

し

て

、

こ

の

事

件

を

無

事

に

解

祭
り
が
あ
る
と
き
に
は
、
力
自
慢
た
ち
が
参
加
し
決
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

て
相
撲
を
奉
納
し
た
り
、
と
き
に
は
広
場
な
ど
で
石
こ
の
事
件
を
契
機
と
し
て
、
京
都
の
頭
取
で
あ
る

を

持

ち

上

げ

て

カ

を

競

い

あ

っ

た

。

草

摺

佐

右

衛

門

か

ら

朝

嵐

常

右

衛

門

へ

敦

賀

一

国

の

金
ケ
崎
町
愛
宕
神
社
に
は
、
日
本
相
撲
の
草
分
け
頭
取
免
許
が
授
け
ら
れ
た
。

と
も
い
え
る
野
見
宿
禰
と
当
麻
蹴
速
の
相
撲
図
が
奉
し
か
し
、
こ
の
事
件
以
後
、
境
内
で
の
興
行
が
難

敦
賀
の
墓
碑

〆園、、

一、、..，/
-古明・

1
・8
市

敏

キ本

敦
賀
の
墓
碑
(
二
)

浜
地
で
の
興
行
願
い
を
役
所
へ
差
し
出

し
て
い
る
の
が
、
こ
の
文
書
の
大
略
で
あ
る
。

か
け
落
ち
事
件
が
発
生
す
る
と
、
常
右
衛
門
は
直

ち
に
佐
右
衛
門
と
連
絡
を
と
り
、
さ
ら
に
出
石
の
勇

取
長
蔵
が
協
力
し
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
に
は
草
摺
佐
右
衛
門
の
強
い
影
響
力
が
あ
っ

た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
が
、
こ
の
佐
右
衛
門
の
墓
石

が
敦
賀
に
残
き
れ
て
い
る
。

川
崎
町

し
く
な
り
、

観
光
ホ
テ
ル
前

正
面
)

天
保
三
壬
辰
年
五
月
立
之

草

摺

墓

俗
名

佐
右
エ
門

と
あ
り
、
他
に
は
何
も
刻
ま
れ
て
い
な
い
。

佐
右
衛
門
の
墓
石
は
か
つ
て
は
京
都
に
も
建
て
ら

れ
て
い
た
が
、
す
で
に
無
縁
墓
と
な
っ
て
整
理
さ
れ

た

京
都
市
中
京
区
裏
寺
町
六
角
上
ル

(
正
面
)

最
誉
勝
空
草
摺
居
士

(
右
面
)草

摺
佐
右
衛
門
高
弟

誓
願
寺
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御
幸
野
政
右
衛
門

(
背
面
)文

政
十
二
歳

丁
丑
正
月
六
日

佐
右
衛
門
の
墓
石
を
建
立
し
た
御
幸
野
政
右
衛
門
は
、

佐
右
衛
門
の
門
弟
で
あ
り
、
初
め
佐
吉
の
名
で
、
後

に
は
政
右
衛
門
と
改
め
て
頭
取
に
な
っ
て
い
る
。

京
都
相
撲
の
草
摺
一
門
の
頭
取
は

初
代
草
摺
岩
右
衛
門
(
安
永
二
年
i
天
明
七
年
)

(
岩
之
助
)

二
代
草
摺
権
右
衛
門
(
文
化
九
年
1
同
十
二
年
)

(
登
名
川
権
右
衛
門
)

三
代
草
摺
佐
右
衛
門
(
文
化
十
四
年
1
文
政
十
二
年
)

(
勇
山
佐
吉
)

四

代

草

摺

末

吉

(

嘉

永

五

年

i
慶
応
四
年
)

(
若
勇
末
吉
)

と
四
代
つ
づ
い
て
い
る
。

初
代
岩
お
衛
門
は
宝
暦
よ
り
草
摺
岩
之
助
の
名
で

京
都
番
付
に
見
え
、
安
永
二
年
六
月
に
頭
取
に
昇
進

し
、
天
明
二
年
六
月
に
岩
右
衛
門
と
改
名
、
天
明
七

年
九
月
二
十
九
日
に
没
し
た
。
横
綱
小
野
川
喜
三
郎

が
京
都
相
撲
の
と
き
の
師
匠
で
あ
っ
た
こ
と
は
広
く

知
ら
れ
て
い
る
。

三
代
目
草
摺
佐
右
衛
門
は
、
初
め
勇
山
佐
吉
の
名

で
中
相
撲
で
活
躍
、
寛
政
二
年
九
月
上
相
撲
に
昇
り
、

文
化
七
年
七
月
に
引
退
、
同
九
年
に
は
頭
取
に
昇
進

し
た
。
同
十
四
年
七
月
三
代
目
草
摺
の
名
跡
を
継
ぎ

佐
右
衛
門
と
改
名
、
文
政
十
二
年
正
月
六
日
に
没
し
た
。

三
代
目
は
初
代
岩
右
衛
門
の
弟
子
で
あ
り
、
天
明

年
間
に
は
京
都
番
付
に
名
が
見
え
て
い
る
。
ま
た
、

誓
願
寺
に
三
代
目
草
摺
佐
右
衛
門
の
墓
石
を
建
立
し

た
御
幸
野
政
右
衛
門
の
師
匠
で
あ
る
。
一
方
、
敦
賀

の
朝
嵐
常
右
衛
門
に
つ
い
て
は
全
く
手
が
か
り
は
な

く
唯
一
、
常
右
衛
門
が
建
て
た
墓
石
が
残
さ
れ
て
い

ヲ匂

松
島
町

来
迎
寺
野

正
面
)

釈

順

超

(
右
面
)俗

名

(
左
面
)門

人

朝
嵐
仁
右
衛
門

朝
嵐
常
右
衛
門
建
之

文
政
六
焚
未
年
三
月
日

こ
れ
は
常
右
衛
門
が
先
代
仁
右
衛
門
の
墓
石
を
建

た
て
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
前
述
の
「
相
撲
場
所
拝
借

願
書
案
」
を
役
所
へ
差
し
出
し
た
の
は
文
政
五
年
で

あ
り
、
す
で
に
こ
の
頃
に
は
朝
嵐
の
名
跡
を
継
ぎ
、

頭
取
と
し
て
一
門
を
率
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

敦
賀
に
お
い
て
い
つ
頃
か
ら
相
撲
が
発
展
し
、
相

撲
部
屋
や
、
そ
の
組
織
な
ど
に
つ
い
て
も
全
く
明
ら

か
で
な
い
。

し
か
し
、
「
近
江
伊
香
郡
志
(
下
巻
)

L

に

「
力
士
余
呉
の
湖
は
伊
香
郡
唐
川
村
の
産
な
り
。
姓

は
野
瀬
氏
、
庄
兵
衛
は
そ
の
通
称
な
り
。
(
中
略
)

は
じ
め
越
前
敦
賀
の
力
士
某
の
弟
子
と
な
り
、
各

地
に
相
撲
の
技
を
闘
わ
す
。
享
和
三
年
十
月
本
所
廻

向
院
内
の
勧
進
大
相
撲
の
と
き
、
強
敵
に
対
し
連
勝

大
に
名
声
を
挙
ぐ
。
(
後
略
)
」
と
あ
る
。

こ
の
頃
に
は
敦
賀
に
お
い
て
も
、
近
郷
近
在
の
有

望
力
士
を
探
し
、
育
て
あ
げ
る
相
撲
郎
屋
が
存
在
し

て
い
た
。

余
呉
の
湖
が
「
敦
賀
の
力
士
某
の
弟
子
と
な
り
」

は
朝
嵐
か
、
ま
た
は
別
の
部
屋
で
修
業
し
た
か
は
明

ら
か
で
な
い
が
、
享
和
年
間
以
前
、
す
で
に
敦
賀
に

お
い
て
も
相
撲
部
屋
と
し
て
の
組
織
が
確
立
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

京
都
相
撲
と
敦
賀
朝
嵐
と
の
関
係
は
、
い
つ
頃
か

ら
か
定
か
で
な
い
が
、
先
代
仁
右
衛
門
に
始
ま
り
、

常
右
衛
門
へ
と
受
け
継
が
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
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そ
の
仁
右
衛
門
が
入
門
し
た
の
が
草
摺
部
屋
で
あ
へ
も
連
絡
を
と
り
、
協
力
の
依
頼
が
あ
っ
た
も
の
と
江
戸
の
繁
栄
に
つ
れ
て
江
戸
相
撲
も
栄
え
、
上
方

り

、

後

に

帰

郷

し

て

土

俵

場

を

開

き

後

進

の

育

成

と

、

考

え

ら

れ

る

。

相

撲

の

主

だ

っ

た

力

士

も

次

第

に

江

戸

相

撲

へ

と

、

併
せ
て
興
行
を
も
行
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
敦
そ
し
て
常
右
衛
門
と
勇
取
長
蔵
に
よ
っ
て
、
か
け
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

賀
で
聞
い
た
部
屋
の
居
所
、
組
織
、
所
属
力
士
な
ど
、
落
ち
し
た
力
士
も
取
り
押
さ
え
ら
れ
、
遊
女
も
元
の
こ
れ
と
同
じ
く
し
て
、
京
都
相
撲
も
徐
々
に
衰
退

そ
の
概
要
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
。
置
屋
に
一
反
し
、
無
事
に
こ
の
事
件
も
解
決
し
た
。
し
、
明
治
末
頃
に
は
自
然
消
滅
し
、
さ
ら
に
は
大
阪

か
け
落
ち
し
た
二
人
を
、
常
右
衛
門
と
協
力
し
て
こ
の
不
祥
事
が
あ
っ
て
も
、
敦
賀
に
お
け
る
相
撲
相
撲
も
大
正
末
頃
ま
で
続
け
ら
れ
た
が
、
昭
和
二
年

解
決
に
導
い
た
、
出
石
の
勇
取
長
蔵
で
あ
る
が
、
京
興
行
が
差
し
止
め
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
続
け
ら
れ
た
に
東
京
相
撲
と
合
併
し
て
、
今
日
の
日
本
相
撲
協
会

都
相
撲
の
文
化
十
四
年
七
月
の
番
付
に
、
中
相
撲
の
こ
と
は
佐
右
衛
門
の
尽
力
が
大
い
に
あ
っ
た
。
の
前
身
と
な
っ
た
。

上
位
に
勇
取
長
蔵
の
名
が
見
え
る
。
か
け
落
ち
事
件
を
機
に
、
大
頭
取
草
摺
佐
右
衛
門
こ
の
よ
う
に
し
て
上
方
相
撲
は
衰
退
の
一
途
を
辿

ま
た
、
文
化
文
政
か
ら
天
保
年
間
に
か
け
て
、
興
か
ら
朝
嵐
常
右
衛
門
へ
、
敦
賀
一
国
の
頭
取
免
許
が
り
、
各
地
へ
の
支
配
基
盤
も
く
ず
れ
て
い
く
中
で
、

行
願
い
を
幾
多
と
な
く
役
所
に
届
け
出
て
い
る
。
授
け
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て
確
固
た
る
地
盤
朝
嵐
に
よ
る
敦
賀
地
方
の
興
行
権
や
経
営
な
ど
、
組

現

役

の

力

士

と

し

て

、

ま

た

後

に

は

出

石

の

頭

取

を

築

く

こ

と

が

出

来

た

。

織

的

に

も

衰

え

て

い

っ

た

で

あ

ろ

う

。

と
し
て
実
力
の
あ
る
人
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
事
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
恩
に
報
い
る
た
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
朝
嵐
の
名
跡
が
常
右
衛

勇
取
長
蔵
が
京
都
相
撲
で
活
躍
し
て
い
た
時
に
は
、
め
に
、
朝
嵐
と
そ
の
一
門
に
よ
っ
て
天
保
三
年
五
月
、
門
で
終
っ
た
か
、
ま
た
、
部
屋
の
存
続
の
年
代
な
ど

草
摺
一
門
の
所
属
力
士
だ
っ
た
か
、
あ
る
い
は
、
佐
こ
こ
洲
崎
の
浜
に
草
摺
佐
右
衛
門
の
墓
石
を
建
立
し
今
日
で
は
詳
ら
か
で
な
い
。

右
衛
門
と
面
識
の
あ
る
間
柄
だ
っ
た
、
と
思
わ
れ
る
。
て
、
供
養
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
代
っ
て
東
京
相
撲
が
各
地
に
勢
力
を
伸
ば
し
て
い

文
政
元
年
の
天
神
社
境
内
で
の
興
行
中
に
起
き
た
一
時
期
を
築
い
た
朝
嵐
と
そ
の
一
門
の
、
そ
の
後
っ
た
が
、
明
治
十
六
年
十
月
に
大
津
出
身
の
京
都
相

か
け
落
ち
事
件
は
、
草
摺
一
門
の
単
独
興
行
か
、
ま
の
消
息
は
杏
と
し
て
知
れ
ず
、
わ
ず
か
に
明
治
に
入
撲
磯
風
音
治
郎
一
行
の
巡
業
が
気
比
宮
境
内
で
催
き

た
は
他
部
屋
と
の
合
同
巡
業
で
あ
っ
た
か
は
定
か
で
っ
た
十
五
年
九
月
の
京
都
番
付
束
三
段
目
に
れ
て
、
大
勢
の
観
客
で
賑
わ
っ
た
。

な

い

が

、

い

ず

れ

に

し

て

も

、

佐

右

衛

門

に

も

監

督

江

州

朝

嵐

音

吉

岡

十

七

年

に

東

京

相

撲

梅

ケ

谷

一

行

が

、

続

い

て

責
任
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
の
名
が
見
え
る
。
江
州
頭
書
と
あ
る
か
ら
近
江
出
身
大
阪
の
千
田
川
松
五
郎
一
行
の
巡
業
が
、
そ
れ
ぞ
れ

事
件
の
発
端
か
ら
佐
右
衛
門
の
意
向
で
常
右
衛
門
の
力
士
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
力
士
が
敦
賀
朝
嵐
の
流
気
比
宮
境
内
で
興
行
し
、
同
二
十
一
年
八
月
に
は
京

を
但
馬
へ
赴
く
こ
と
を
指
示
し
、
地
元
の
勇
取
長
蔵
れ
を
く
む
力
士
だ
っ
た
か
は
判
然
と
し
な
い
。
都
の
手
柄
山
幾
弥
一
行
が
勧
進
相
撲
を
興
行
し
た
。
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中本

敦
賀
の
墓
碑
(
二
)
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同
二
十
一
年
九
月
、
東
京
相
撲
の
大
鳴
門
一
行
が

十
五
、
十
六
日
の
二
日
間
、
気
比
宮
境
内
で
興
行
し
た
。

こ
の
時
の
勧
進
元
を
務
め
た
の
が
今
井
重
助
で
あ

る
。
重
助
は
侠
客
と
し
て
も
名
高
く
、
京
都
市
左
京

区
金
戒
光
明
寺
塔
頭
西
雲
院
内
に
あ
る
初
代
会
津
小

鉄
の
墓
石
建
立
に
も
尽
力
し
た
の
で
あ
ろ
う
、
彼
の

名
前
も
刻
ま
れ
て
い
る
。

重
助
は
義
侠
に
厚
く
、
よ
く
細
民
を
助
け
、
ま
た

消
防
取
締
役
を
も
務
め
て
、
明
治
三
十
四
年
十
月
三

十
日
に
没
し
た
。
享
年
六
十
一
歳
。
墓
石
と
功
績
を

称
え
る
石
碑
が
結
城
町
真
願
寺
境
内
に
建
て
ら
れ
て

いマ令。こ
の
頃
の
敦
賀
出
身
の
力
士
と
し
て
、

年
九
月
京
都
番
付
に
、

無
鉄
砲

続
コ
伊
之
助

の
二
力
士
が
い
る
。

無
鉄
砲
は
西
二
段
目
、
続
コ
は
束
三
段
目
に
見
え

て
、
続
コ
に
つ
い
て
は
詳
ら
か
で
な
い
が
、
無
鉄
砲

は
名
を
三
輪
屋
卯
之
助
と
い
い
、
弥
右
衛
門
の
次
男

と
し
て
境
(
現
栄
新
町
)
で
生
ま
れ
た
。

ど
の
よ
う
な
成
績
だ
っ
た
か
は
不
詳
で
あ
る
が
、

明
治
十
九
年
二
月
二
日
に
没
し
た
。
享
年
三
十
一
歳

明
治
十
五

の
ザ
右
き
だ
っ
た
。

没
後
、
有
志
に
よ
っ
て
、
栄
新
町
真
禅
寺
に
墓
碑

が
建
て
ら
れ
た
が
、
そ
の
発
起
人
の
中
に
今
井
重
助

の
名
も
見
え
て
い
る
。

相
撲
も
古
来
か
ら
神
事
相
撲
、
競
技
相
撲
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
受
け
継
が
れ
、
と
く
に
競
技
相
撲
は
多
く

の
愛
好
者
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
、
現
在
の
大
相
撲

発
展
の
基
と
な
っ
た
。

か
の
有
名
な
雷
電
為
右
衛
門
も
、
寛
政
十
二
年
に

敦
賀
へ
も
巡
業
に
立
ち
寄
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

敦
賀
に
お
い
て
も
戦
前
か
ら
敦
賀
相
撲
協
会
が
あ

り
、
他
県
の
相
撲
協
会
と
の
交
流
も
盛
ん
に
行
わ
れ

て

い

た

。

弱

肉

強

食

、

今
日
で
は
阿
曽
、
利
椋
八
幡
神
社
に
奉
納
さ
れ
る

県
無
形
民
俗
文
化
財
の
相
撲
甚
句
踊
り
と
、
松
原
町

松
原
神
社
例
大
祭
の
奉
納
相
撲
が
、
毎
年
秋
に
盛
大

に

行

わ

れ

て

い

る

。

朝

倉

の

祖

は

延

元

二

公
事
根
源
、
日
本
相
撲
史
、
敦
賀
郡
神
社
誌
、

敦
賀
市
史
(
史
料
篇
)
、
出
石
町
史
(
出
石
藩

御
用
部
屋
日
記
)
、
京
都
滋
賀
の
相
撲
(
ま
つ

り
と
力
士
の
墓
)
、
福
井
新
聞
、
近
江
伊
香
郡

志
(
下
巻
)

こ
の
小
稿
を
草
す
る
に
あ
た
り
、
竹
森
章
、

真
禅
寺
各
氏
か
ら
多
大
な
る
御
教
一
不
と
御
協
力
を
賜

わ
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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